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１【提出理由】 

 平成24年２月28日開催の当社第99回定時株主総会において決議事項が決議されましたので、金融商品取引法第24

条の５第４項および企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２の規定に基づき、本臨時報告書を

提出するものであります。 

 

２【報告内容】 

(1）当該株主総会が開催された年月日 

平成24年２月28日 

 

(2）当該決議事項の内容 

第１号議案 取締役14名選任の件 

取締役として、三宅峰三郎、奥村明男、中島周、佐藤重郎、好村博、橘英文、竹村茂樹、勝山忠

昭、和田義明、西尾秀明、井上伸雄、須田茂博、古舘正史および後藤信隆を選任する。 

 

第２号議案 監査役２名選任の件 

監査役として、石黒俊一郎および内田和成を選任する。 

 

第３号議案 取締役賞与支給の件 

当期末時点の取締役14名に対し、取締役賞与総額74,200,000円を支給する。 
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(3）当該決議事項に対する賛成、反対および棄権の意思の表示に係る議決権の数、当該決議事項が可決されるため

の要件ならびに当該決議の結果 

議案 賛成 反対 棄権 賛成率 決議結果 

第１号議案   

三宅 峰三郎 1,163,816個 39,552個 1,027個 94.7％ 可決 

奥村 明男 1,193,094個 10,274個 1,027個 97.1％ 可決 

中島 周 1,187,865個 15,503個 1,027個 96.7％ 可決 

佐藤 重郎 1,193,109個 10,259個 1,027個 97.1％ 可決 

好村 博 1,193,124個 10,244個 1,027個 97.1％ 可決 

橘 英文 1,193,141個 10,227個 1,027個 97.1％ 可決 

竹村 茂樹 1,193,134個 10,234個 1,027個 97.1％ 可決 

勝山 忠昭 1,193,129個 10,239個 1,027個 97.1％ 可決 

和田 義明 1,193,145個 10,223個 1,027個 97.1％ 可決 

西尾 秀明 1,193,122個 10,246個 1,027個 97.1％ 可決 

井上 伸雄 1,193,103個 10,265個 1,027個 97.1％ 可決 

須田 茂博 1,193,123個 10,245個 1,027個 97.1％ 可決 

古舘 正史 1,193,112個 10,256個 1,027個 97.1％ 可決 

後藤 信隆 1,186,033個 17,335個 1,027個 96.5％ 可決 

第２号議案   

石黒 俊一郎 975,867個 228,475個 49個 79.4％ 可決 

内田 和成 1,143,102個 61,240個 49個 93.0％ 可決 

第３号議案 1,201,384個 2,961個 49個 97.8％ 可決 

 （注） 各議案の可決要件は次のとおりです。 

・第１号議案および第２号議案は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する

株主の出席および出席した当該株主の議決権の過半数の賛成であります。 

・第３号議案は、出席した議決権を行使することができる株主の議決権の過半数の賛成であります。 

 

(4）議決権の数に株主総会に出席した株主の議決権の数の一部を加算しなかった理由 

 本株主総会前日までの事前行使分および当日出席の一部の株主から各議案の賛否に関して確認できたものを集

計したことにより各可決要件を満たし、会社法上適法に決議が成立したため、本株主総会当日出席の株主のうち、

賛成、反対および棄権の確認ができていない一部の議決権の数は加算しておりません。 

 

以 上

 




